


インフルエンザの流行する季節がやってきます。
インフルエンザの予防や症状・受診のタイミングなどについてお話しさせていただきます。  

インフルエンザウイルス

「ワクチン接種」「手指衛生(手洗いやアルコール消毒薬での手指消毒)」
「マスクの着用」「咳エチケット」が大切です。
　

インフルエンザウイルスにはA型、Ｂ型、Ｃ型があり、
大きな流行を起こすのはA型とB型です。インフルエンザウイルスは
毎年少しずつ変化するため、一生の間に何回もかかります。

感染制御部　師長　森山　由紀 

0201

　　　インフルエンザ対策
　　　インフルエン

ザ対策

インフルエンザの感染経路
インフルエンザウイルスは、主にくしゃみや咳、
つばと一緒に放出され、そのウイルスを口や鼻から吸い込んで
感染します。感染してから48時間前後で発病し、その後３～５日間は
ウイルスが排出されます。

インフルエンザの症状
学童や成人では突然の高熱、のどの痛み、頭痛、関節の痛みやだるさ
などが特徴です。２～３日程度で解熱しますが完全な回復には1週間程
かかります。肺炎を伴い重症となることもあります。

インフルエンザを防ぐポイント

特集
「かからない」 「うつさない」 ための

ワクチン接種 インフルエンザに「かかりくくする」「かかっても軽く済む」
という効果があります。
インフルエンザが流行する12月頃までに接種することをお勧めします。

受診のタイミング
発熱など症状がでてすぐに受診しても普通の風邪との見分けが難しく、
検査をしても陽性と出ない可能性があります。
症状が出てから12～24時間経っても高熱が続く、悪寒、全身の関節痛がある場合は
受診しましょう。

受診する時の注意点
・医療機関に受付時間や受診方法を確認してから受診しましょう。
・マスクを着けて行きましょう。
・受付の際に症状やインフルエンザの可能性について伝えましょう。

I 'm Danger

＊咳やくしゃみをするときは口と鼻を押さえ、他の人から

　顔をそむける。

＊鼻水や痰がついたティッシュはきちんとゴミ箱に捨てる。

＊咳をしている人にマスクの着用を促す。

＊マスクは正しく着用する

【咳エチケット】

生後6か月～13歳未満：4週間あけて2回接種
13歳以上　　　　　  ：1回接種

※ただし、ワクチンを接種してもインフルエンザにかかることがあります。

  !【こんな症状があったらすぐに受診してください】！
 ・けいれん
 ・呼びかけに答えない
 ・呼吸が苦しそう(呼吸困難)
 ・症状が悪化してきた

 ※幼児や高齢の方、持病のある方は特に注意が必要です。 

PINCH ！！！

○○時～○○時
　　　　　まで

受付時間

受付

インフルかもです…

　●

　●

　●

　●

　●

　●

　●



03 04



今回グループ施設の職員対象に、“採血における接遇と採
血管の取扱注意点” について講義致しました。他部署の方
も是非ご参加ください。

NEWS4 10/2 第６回

検査科勉強会KMH NEWS

NEWS1 医局人事のお知らせ NEWS2

9 月 1 日付入職

外科

松村 直樹

10 月 1 日付入職

総合診療科

西木 慎太朗

10 月 1 日付入職

整形外科

橋本 翔太郎

患者さまの為に、

まごころ込めて診療

します。

今年も菊名が活気溢れる、祭りがやって参りまし
た。当院の職員も神輿を担ぎ、地域の親睦を深め
ました。

NEWS3

こんな時には救急車

第 4弾 “腰痛”

泌尿器科部長　上杉 達也 医師

による講演を行いしました。

ご近所の方々のご相談ご質問

にお答えしました。

今後もテーマを変え開催しま

すので、当院のホームページ

または院内のポスターをご覧

ください。

NEWS5 10/5 第 20 回

公開市民講座

NEWS6 10/6 10/17

お月見団子を作って、お月見の雰囲気を味わい
ました。おやつはおにぎりを団子のように重ね
て配膳すると、大喜びの子ども達でした。

9/27 保育室

お月見会

菊名神社例大祭

　ニュースをご紹介します。
菊名記念病院のHOT な

NEWS7

動脈硬化予防 Vol.14 No.2  2015 号に掲載されました
“動脈硬化と血管内イメージングの新たな活用” 

1：Gray-scale IVUS：いまなお進化する定番技術
　　　　　　　　菊名記念病院　循環器センター長　本江  純子

第 133 回

糖尿病教室
前日の雨に見舞われましたが、今回もふるさと港北 “ふれ
あいまつり” の救護ブースを設置し協力しました。遊びに
いらした皆様方のご相談、おからだのご質問などを受けま
して、ふれあいの場となりました。何事もなく楽しいひと
ときを送れました。

2015 ふるさと港北

ふれあいまつり
「糖尿病食体験」　管理栄養士　中山 由希子

「食後高血糖が動脈硬化を進める」　管理栄養士　辻 正富 医師

「糖尿病と運動療法」　リハビリテーション科　寺川 裕也

今回はバイキング形式による糖尿病食の体験をして頂きま
した。次回の糖尿病教室は 11/17（火）13:00 より行います。
ぜひ、ご参加ください。お待ちしております。

9/19

地域の皆様に貢献出

来る様に頑張ります

ので宜しくお願い致

します。

一日も早く戦力とな

れるよう頑張ります。

宜しくお願い致します。
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